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私
は
、
先
日
、
人
工
膝
関
節
置

換
術
の
2
年
目
の
経
過
観
察
の

た
め
に
大
牟
田
の
病
院
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。 

 

レ
ン
ト
ゲ
ン
を
数
枚
撮
影
し
診
察

後
、
経
過
は
良
好
と
の
こ
と
で
今
後
は
１
年
に
１

回
の
受
診
と
な
り
ま
し
た
。 

私
は
右
変
形
性
膝
関
節
症
で
、
３０

歳
代
か
ら

右
ひ
ざ
の
痛
み
が
続
い
て
い
ま
し
た
。
変
形
性
膝

関
節
症
は
OA
（
オ
ー
エ
イ
）と
も
呼
ば
れ
、
加
齢
に

よ
る
膝
関
節
の
変
形
の
こ
と
で
す
。 

多
く
の
方
は
６0

、
７０

代
か
ら
始
ま
り
ま
す
。 

階
段
や
坂
を
下
る
と
き
に
膝
が
痛
い
、
膝
が
曲
が

り
に
く
い
な
ど
の
症
状
や
、
朝
起
き
て
か
ら
し
ば

ら
く
膝
が
痛
く
な
り
動
い
て
い
る
と
痛
み
が
軽
く

な
る
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

進
行
す
る
と
歩
行
時
常
に
膝
が
痛
く
な
り
、
日

常
の
動
作
に
支
障
が
起
こ
る
よ
う
に
も
な
り
ま

す
。
何
と
か
こ
の
痛
み
を
治
し
て
ほ
し
い
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
す
。 

 

さ
て
な
ぜ
OA
は
起
こ
る
の
で
し
ょ
う
。 

関
節
に
は
軟
骨
が
あ
り
ま
す
。
膝
に
は
半
月
板

と
い
う
ク
ッ
シ
ョ
ン
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て

歩
行
時
や
走
っ
た
時
に
は
体
重
の
数
倍
の
重
さ
が

膝
に
か
か
っ
て
も
耐
え
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

で
す
。 

半
月
板
が
損
傷
し
た
り
、
加
齢
で
軟
骨
が
す
り

減
り
だ
す
と
膝
の
関
節
の
幅
が
狭
く
な
り
、
骨
同

士
が
当
た
る
よ
う
に
な
っ
て
痛
み
が
出
現
し
ま

す
。
治
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？
軟
骨
は
再
生
し

な
い
の
で
、
残
念
な
が
ら
治
り
ま
せ
ん
。
治
療
法

は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？
あ
る
程
度
は
、
お
薬
に
よ

り
痛
み
や
炎
症
を
抑
え
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。 

私
の
場
合
は
高
校
生
の
時
の
交
通
事
故
で
大

腿
骨
を
骨
折
し
そ
の
影
響
で
、
３０

代
か
ら
OA

が

始
ま
り
、
手
術
を
し
た
６５

歳
ま
で
、
常
に
右
膝
の

痛
み
が
あ
り
ま
し
た
。 

痛
み
を
０
に
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
少
し
で

も
軽
く
す
る
た
め
に
、
太
も
も
の
筋
肉
を
強
く
す

る
よ
う
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
い
ま
し
た
。 

ジ
ム
で
マ
シ
ン
を
使
っ
て
筋
ト
レ
を
し
た
り
、
ひ

ざ
に
負
担
の
か
か
り
に
く
い
自
転
車
で
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
し
た
り
し
て
、
で
き
る
だ
け
膝
に
負
担
を
か

け
ず
に
足
を
動
か
し
て
太
も
も
の
筋
肉
を
強
く
し

て
い
ま
し
た
。 

そ
の
お
か
げ
で
、
痛
み
は
あ
る
も
の
の
40
歳
代

か
ら
始
め
た
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
で
は
、
ゆ
っ
く
り
で

す
が
走
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
15
年
近
く
ト
ラ

イ
ア
ス
ロ
ン
を
楽
し
み
ま
し
た
。
そ
の
間
に
フ
ル
マ
ラ

ソ
ン
を
20
回
く
ら
い
完
走
し
て
い
ま
す
。 

50
代
後
半
に
な
る
と
走
る
こ
と
は
ま
ず
で
き
な

く
な
り
ま
し
た
。 

そ
し
て
痛
み
が
限
界
に
近
く
な
っ
た
65
歳
の
時

に
、
人
工
関
節
置
換
術
の
手
術
を
受
け
ま
し
た
。 

そ
の
後
は
右
膝
の
痛
み
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
は
、

右
膝
を
か
ば
っ
て
頑
張
っ
て
い
た
左
の
膝
が
OA
に

な
っ
て
い
ま
す
。 

右
の
時
よ
り
痛
み
は
少
な
い
の
で
、
時
々
関
節

内
に
注
射
を
し
た
り
、
足
の
筋
ト
レ
を
し
て
少
し

で
も
痛
み
が
減
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
自
分
の

膝
で
す
か
ら
治
ら
な
い
も
の
は
、
上
手
に
お
付
き

合
い
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。 

足
の
筋
ト
レ
は
大
事
で
す
。
筋
ト
レ
マ
シ
ン
が
な

く
て
も
、
椅
子
に
座
っ
て
、
太
も
も
に
力
を
入
れ
て

膝
か
ら
下
を
上
げ
て
足
を
水

平
に
す
る
運
動
だ
け
で
も
効

果
が
あ
り
ま
す
。
力
を
入
れ
て

１０
数
え
て
下
ろ
し
ま
す
。
そ
れ

を
１０
回
繰
り
返
し
ま
す
、  

こ
れ
を
１
セ
ッ
ト
と
し
て
、
１
日
に
３
セ
ッ
ト
を

目
標
に
し
ま
し
ょ
う
。
椅
子
や
ソ
フ
ァ
ー
に
座
っ
て

い
る
と
き
に
や
る
と
い
い
で
し
ょ
う
。 

 

ま
た
、
OA

に
な
る
と
膝
が
曲
が
り

に
く
く
な
る
と
と
も
に
、
伸
び
に
く

く
な
り
ま
す
。
膝
を
伸
ば
す
た
め

に
、
膝
の
下
に
タ
オ
ル
を
折
り
た
た

ん
で
敷
い
て
、
そ
の
タ
オ
ル
を
膝
で
つ

ぶ
す
よ
う
に
膝
を
伸
ば
す
運
動
も

効
果
が
あ
り
ま
す
。
私
は
温
泉
が
好
き
な
の
で
、

温
泉
の
中
で
膝
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。 

膝
の
サ
ポ
ー
タ
ー
も
効
果
が
あ

り
ま
す
。
痛
み
を
な
く
し
た
い
と

思
う
と
イ
ラ
イ
ラ
し
ま
す
、
少
し
で

も
軽
く
な
っ
て
と
思
い
な
が
ら
、
工

夫
し
て
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。
痛
い
の

で
な
に
も
で
き
な
く
な
る
の
で
は
な
く
、
自
分
の

膝
で
す
か
ら
何
と
か
お
付
き
合
い
な
が
ら
、
や
り

た
い
こ
と
を
す
る
の
が
い
い
と
思
い
ま
す
。 

寺倉医師  

手術前のレントゲン写真 

総
合
診
療
科
部
長 

 

寺
倉 

宏
嗣 

最も人の命を奪った生物とは？  

 検査科 有住将尚 
 

 人間を含む全ての生物はいつか死を迎えることになり

ますが、私たち医療従事者の最終目的は「人命を救う」

ことであると考えております。 

 では、逆に地球上でもっとも人間の命を奪う生物とは何でしょうか？ 

 海であれば「サメ」とか、陸上であれば「熊」とか、日本では動物園

でしか見られない「ライオン」「ワニ」、あるいはペットとして飼わ

れている大型の「イヌ」も思いつくかと思います。 
 

 WHO(世界保健機関)やFAO(国際連合食糧農業機関)の統計

を基に作られたある記事によると、最も人命を奪った生物

は「蚊」だそうです。 

 その数は年間72万人だそうです(なんとサメの7万2千倍!!) 

 私たちの身近に棲息する蚊ですが、もちろん直接刺したり血を吸う

ことで人命を奪う訳ではございません。「感染症を媒介」する事で人

命を奪っているのです。 

 蚊を媒介する感染症として、予防接種でお馴染みの「日本脳炎」

や、ニュースにもなった「デング熱」など聞いたことがある感染症で

はないでしょうか。 

 他にも「ウエストナイル熱」「ジカウイルス感染症「チクングニヤ

熱」など蚊を媒介とする感染症ですが、最も人命を奪う結果となるの

は、ハマダラカを媒介とし、赤血球内に寄生する「マラリア」という

感染症です。結核・エイズと並ぶ世界三大感染症といわれ、世界で羅

患者は年間2.2億人、死亡者は年間66万人にもなるそうです。 

 流行地は東南アジア・アフリカ・中南米で、現在日本国内での感染

による発生はございません。治療もいくつかの「抗マラリア薬」があ

るようです。 

 でもやっぱり「蚊」って不快ですよね。野外に空き缶や廃タイヤな

ど、水が貯まる様な物を置かないようにすることで、蚊の発生を予防

することができます。 

 でも将来、地球温暖化による日本列島の熱帯化や、交通インフラ向上

によるハマダラカの日本上陸及び繁殖など、日本での流行も可能性を

否定できなくなるかもしれません。 

 なお、他の主な生物では3位「ヘビ」4位「イヌ」9位「サナダムシ」

10位「ワニ」13位「ライオン」15位「サメ」です。 

 2位は残念ながら「人間」で年間47.5万人でした。しかも「戦争や

紛争を除く、いわゆる殺人」だそうです。現在(8/5時点)、ウクライナ

とロシア間での戦争がなお継続しておりますが、もっと多く人命が

「人間」によって奪われているという悲しい現実があります。 

この原稿が皆さんの目につく頃には集結していることを願います。 



ゆたぁ～と新聞 

 

森 祐美子
も り  ゆ み こ

 病棟看護師 
 

 4月より病棟看護師として勤

務しています森祐美子と申し

ます。熊本大学病院より出向

してきました。病棟の仕事に1

日でも早く慣れ、地域の皆様へ貢献できるよう努め

てまいります。不慣れな点も多いかと思いますが、

宜しくお願いします。 

 山川 孝
やまかわ たかし

 医師(総合診療科) 
  

 今年4月より小国公立病院に赴任いたしました山川孝です。 

 今まで熊本市の西村内科脳神経外科病院で20年間、脳卒中を

中心に高血圧・糖尿病・皮質異常などの生活習慣病の治療の他

に、心不全・肺炎・慢性腎臓病・急性腹症・癌の画像診断な

ど、多種多様な患者様を診察させて頂きました。 

 小国公立病院に赴任早々、毎週数名の脳卒中の患者様が救急搬送されて来られます。 

 脳卒中は発祥後の急性期治療も重要ですが、最も大事なことは脳卒中の発症を予防す

ることだと考えています。交通事故や火事と同じく、脳卒中もトラブルが起こった後に

早期の急性期治療を行っても何かしらの後遺障害が残ってしまいます。 また脳卒中を

発症された事がある患者様でも、その後の高血圧・糖尿病・脂質異常などを厳重に治療

することにより、10年以上脳卒中の再発がない方もたくさんいらっしゃいます。 

 今までの臨床経験を生かして、脳卒中の予防のために、定期健診と生活習慣病の治療

に重点を置いた診療をするで、小国郷の皆様の健康維持のお役に立ちたいと思います。 
 よろしくお願いします。 

大変、遅くなりましたが、今年度４月より小国 

公立病院に入職した医師と看護師を紹介します!! 

 的場 祐二
ま と ば  ゆ う じ

 医師 

(総合診療科) 

 4月から小国公立病院に赴任

致しました、総合診療科の的

場祐二と申します。 

 もともと専攻は精神科なの

ですが、地域医療に従事する

にあたり、総合診療科医として勤務させて頂く運びと

なりました。 

 母方の祖父が小国町出身なので、小国郷に対しては

以前から勝手に親近感を抱いておりました。 

そんな小国郷の医療に携われることを嬉しく思ってい

ます。  

 これまで精神科で培った知識や経験も生かし、身体

面のみならず心理社会的な側面からも地域の健康維持

にお役に立てるよう努めます。まだまだ未熟者ではあ

りますが、何卒よろしくお願い致します。 

  枝尾 奈々
え だ お  な な

 病棟看護師 
 

 私は熊本赤十字病院から出向してきました枝尾奈々といいます。食

べることと寝ることが大好きです。好きな食べ物はさつまいもで

す。 小国には美味しい食べ物や温泉、素敵な場所があるので、それ

を楽しみたいと思ってます。 

   地域に根ざしたこの公立病院の看護師として、高齢者が住み慣れた土地で自分らしく

暮らしていけるよう支援していけたらと思います。環境がかわり、まだ慣れないことも

多く、ご迷惑をおかけする事も多いと思いますが、一生懸命頑張りますので１年間宜し

くお願いします。 

   橋本 美沙
は し も と  み さ

 看護師(新人) 
 

 もともと南小国町出身で、3月に専門学校卒業

し、地元の公立病院に4月からに入職しました。  

 優しくて暖かい方が多い小国郷は大好きです。   

 まだまだわからない事だらけで、日々勉強の毎日

を過ごしていますが、少しでも皆様に貢献できるよ

う頑張ります。 宜しくお願いします。 

古閑 章裕
こ が  あ き ひ ろ

  

   看護師(新人) 
 

 4月より新人看護師として入職しました。 

初めての土地での生活や仕事で慣れないこ

とも多々ありますが、一日でも早く仕事に

慣れ、地域に貢献できるように頑張りま

す。 小国には、すばらしい場所も多いとい

うことなので、休みの日にはそういった場

所も巡りたいと思っています。 一生懸命頑

張りますので、宜しくお願いします。 

 米口 蒼惟
よねぐち あおい

 看護師(新人) 
 

  入職して半年経ちますが、まだまだ

わからない事だらけで、先輩方に指導

していただき、日々勉強の毎日を過ご

しています。 たくさんの知識や技術を

身に付け、 少しでも皆様に貢献できるよう頑張りた

いと思います。自然豊かでご飯の美味しい小国を満

喫したいと思っています。宜しくお願いします。 

笠 百伽
りゅう ももか

 看護師(新人) 
 

 自然豊かな小国郷、そして人情味溢れる町の

良さに惹かれてやって参りました。この町で働

くことができ、とても感謝しております。日々

昇進してまいりますのでこれからもよろしくお

願いします。 

長谷部 理子
は せ べ  り こ

 看護師(新人) 
 

  4月より新人看護師として働かせ

ていただいてます。  

 幼いころから夢だった看護師とし

て、生まれ育った小国郷に恩返し

出来るよう、精一杯頑張りますので、よろし

くお願いします。 

  熊谷 美沙
く ま が や  み さ

  作業療法士(老健) 
 

 令和4年2月1日より勤務させて頂いています。

出身は小国町の隣にある大分県の九重町で、毎

日、車で通勤しています。 

 地域で暮らす方々のために、1日でも早く仕事になれて、皆

さんにリハビリを通して還元していきたいと思います。現

在、コロナウイルスの影響から多くの方々にお会いする機

会が減っていますが、会った際などには、小国郷のことに

ついて教えて頂けると幸いです。 

 これからリハビリスタッフとして貢献できるよう、努めて

いきますので、宜しくお願い致します。 

 

現
在
発
生
し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
に
よ
り
、
新
聞
作
成
業

務
が
遅
延
し
て
し
ま
い
、
R4
年
7
月
号

(

第
51
号)

の
発
行
を
休
刊
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。 

 

今
後
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
終
息
を
願

い
つ
つ
、
遅
れ
を
最
小
限
に
抑
え
る
努
力

を
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す 

。 


